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大石ふみき

日本共産党

３月定例市議会・教育厚生委員会の中で、国保税を２年間で１０．８％段階的に引き上げる内容を盛り

込んだ「国民健康保険税条例の一部を改正する条例」が提案され、賛成多数で可決されました。

大石ふみき議員は、「今回の値上げで最も負担が増えるのは、現役の子育て世帯であり、夫婦、こども

二人（小学生以上）のモデルケースでは年間約３万円以上負担が増えることになります。コロナ禍で物価

も上昇している状況を踏まえると、市民の負担が増える条例改正には賛同できない」と反対しました。

国保の加入世帯は、年収２００万円以下の方が８５．４％を占めています。コロナ禍で更に負担が増え

るのは国保加入の市民の皆さんにとっては限界です。

国保税はこの6年間で24％以上の値上げ

この間の国保税の推移を見てみると２０１６年に１３．７％の値上げが行われ、今回の値上げ１０．８％を

プラスすると６年間で約２４％以上の値上げが行われたことになります。この値上げは、国による国保会計

への国庫負担が段階的に減らされて来ていることが原因です。大石ふみき市議は長崎市に対し、国庫補

助を元に戻すことを全国知事・市長会を中心にあらゆる会議の場で訴えることを求めました。

２
月
２
４
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
も
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
し
、
核
の
威
力
を
背
景
に
威
嚇

し
、
軍
事
侵
略
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
田
隆
英
市
議
は
、
２
月
２
８
日
の
代
表
質
問
の
冒
頭
で
「
ど
ん
な
理
由
で
あ

れ
、
今
回
の
ロ
シ
ア
の
暴
挙
は
、
他
国
の
主
権
と
領
土
を
侵
し
、
国
連
憲
章
、
国

際
法
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
戦
争
反
対
を
戦
前
、
戦
後
と
一
貫
し
て
主

張
し
て
き
た
日
本
共
産
党
と
し
て
ロ
シ
ア
の
暴
挙
を
断
固
糾
弾
す
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
侵
略
を
中
止
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
撤
退
を
強
く
求
め
る
も
の

で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

長
崎
市
議
会
は
、
３
月
１
日
、
緊
急
に
議
員
発
議
と
し
て
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
。
県
議
会

も
３
月
１
４
日
、
ロ
シ
ア
の
暴
挙
を
糾
弾
し
、
抗
議
す
る
決
議
を
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

危
機
に
乗
じ
て
安
倍
元
首
相
や
維
新
の
会
は
、
米

国
と
の
「
核
共
有
」
を
言
い
始
め
て
い
ま
す
が
、
と
ん

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
ロ
シ
ア
の
侵
略
で
は
っ
き

り
し
た
の
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
よ
う
に
核
兵
器
の

先
制
使
用
を
公
言
す
る
も
と
で
「
核
抑
止
」
は
無
力

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
核
抑
止
」
と
い
う
幻
想
か
ら
抜
け
出
し
、
戦
争
被

爆
国
で
あ
る
日
本
こ
そ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

し
、
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
す
。
そ
の
た

め
に
日
本
共
産
党
は
力
を
尽
く
し
ま
す
。

マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
、
ロ
シ
ア
の
暴
挙
を
糾

弾
す
る
安
江
あ
や
子
党
県
女
性
部
長
ら

「
同
じ
よ
う
な
事
情
に
あ
っ
た
方
々
も
救
済
す
る
」
前
首
相

こ
の
４
月
か
ら
広
島
で
は
、「
黒
い
雨
」
被
害
者
の
被
爆
者
認
定
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

内
田
隆
英
市
議
は
、
代
表
質
問
で
広
島
の
「
黒
い
雨
訴
訟
」
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

前
首
相
は
「
同
じ
よ
う
な
事
情
に
あ
っ
た
方
々
も
救
済
す
る
」
と
明
言
し
た
が
、
現
実

は
長
崎
の
被
爆
体
験
者
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
で
も
黒
い
雨
が
降
っ
た
こ
と
も
証
言

さ
れ
て
い
る
。
広
島
同
様
に
、
長
崎
の
被
爆
体
験
者
も
被
爆
者
と
認
め
る
よ
う
、
国
に
強

く
求
め
て
行
く
べ
き
だ
と
せ
ま
り
ま
し
た
。

広
島
に
限
定
さ
れ
る
指
針
骨
子
案
は
認
め
ら
れ
な
い
・
・
・
長
崎
市

長
崎
市
は
国
の
上
告
断
念
に
伴
い
、
国
・
広
島
県
市
及
び
長
崎
県
市
の
５
者
に
よ
る
協

議
が
１
１
月
末
か
ら
行
わ
れ
、
１
２
月
末
の
３
回
目
の
協
議
に
お
い
て
、
被
爆
者
認
定
の
新

た
な
指
針
の
骨
子
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
過
去
の
長
崎
に
お
け
る
裁
判
例
と

の
整
合
性
や
長
崎
市
に
お
い
て
は
、
黒
い
雨
の
存
在
を
示
す
客

観
的
な
資
料
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
長
崎
は
対
象
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。
市
は
、
長
崎
に
お
い
て
も
広

島
と
同
様
に
被
爆
未
指
定
地
域
に
お
い
て
、
黒
い
雨
等
が
降
っ

て
い
る
こ
と
は
平
成
１
１
年
度
の
証
言
調
査
で
明
ら
か
で
あ

り
、
広
島
に
限
定
さ
れ
る
指
針
骨
子
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
長
崎
も

対
象
と
す
る
旨
を
骨
子
案
に
明
記
す
る
よ
う
国
に
回
答
を
し
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。

高
齢
化
し
た
被
爆
体
験
者
の
一
日
も
早
い
救
済
を

内
田
市
議
は
「
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
８
３
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
崎
に
お
い
て
も
、

黒
い
雨
が
降
っ
た
と
い
う
事
は
事
実
で
あ
り
、
広
島
と
長
崎
で
援
護
施
策
に
差
が
生
じ
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い」
と
、
一
日
も
早
い
救
済
を
国
に
求
め
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

全
県
立
学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
配
置

今
年
度
か
ら
す
べ
て
の
県
立
学

校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
が
配
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

堀
江
県
議
は
、
昨
年

月
県
議

11

会
文
教
厚
生
委
員
会
で
、
生
理
用

品
の
学
校
ト
イ
レ
へ
の
配
置
に
つ
い

て
、
県
内
の
自
治
体
の
状
況
、
県
立
学
校
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
説
明
を
求
め
る
質
問
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「学校トイレに生理用品を」}と県に要望する新日

本婦人の会の皆さんと堀江県議 (2021年3月)



新
知
事
の
も
と
で
開
会
さ
れ
た
３
月
県
議
会
。
知
事
選
直
後
の

新
年
度
予
算
は
「
骨
格
予
算
」
と
い
わ
れ
、
人
件
費
や
生
活
保
護

措
置
費
な
ど
の
福
祉
関
係
の
県
負
担
金
な
ど
、
知
事
が
誰
で
あ
ろ

う
と
必
要
と
な
る
予
算
で
す
（
新
知
事
に
よ
る
政
策
的
な
経
費
の

予
算
は
６
月
議
会
で
補
正
予
算
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
）
。

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
石
木
ダ
ム
事
業
、
カ
ジ
ノ
誘
致
事
業
、
長

崎
新
幹
線
開
業
も
含
め
た
予
算
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

大
石
知
事
は
、
前
中
村
県
政
を
「
継
続
す
べ
き
も
の
は
継
承
す

る
」
と
議
会
で
説
明
し
ま
し
た
。

堀
江
ひ
と
み
県
議
は
、
次
の
よ
う
な
予
算
反
対
討
論
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

Ⅰ
、
石
木
ダ
ム
事
業

川
棚
川
に
お
け
る
過
去
の
洪

水
被
害
は
、
河
川
改
修
に
よ
り
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
口

減
少
が
す
す
む
な
か
、
佐
世
保
市

に
新
た
な
水
源
は
必
要
で
は
な

く
、
石
木
ダ
ム
は
不
要
で
す
。

知
事
は
「
ま
ず
は
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
議
会

開
会
日
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
川
原
の
み
な
さ
ん
の
お
話
を

き
い
て
く
だ
さ
い
。
「
石
木
ダ
ム
は
い
ら
な
い
。
ふ
る
さ
と
に
住
み
続

け
た
い
だ
け
」
と
世
代
を
超
え
て
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
知
事
が
生

３月県議会で堀江県議は、子ども医療費制度の長崎県の補助対象年齢拡大について、大石知事の見

解を求めました。

●堀江県議

子ども医療費助成制度は、子育て世代の経済的な負担軽減ができること、子

どもを安心して産み、育てられる社会づくりのために不可欠な制度です。

長崎県の助成対象年齢は、小学校に入る前までとなっています。前知事は

「長崎県が新たな支援をしなくても、市町はすでに年齢拡大をおこなっているの

で、そこは市町にお任せして」と、対象年齢を拡大する考えはありませんでした。

大石知事は「対象年齢を１８歳まで拡大します」と、選挙公約にかかげています。こども医療費の長崎

県の助成対象年齢を、拡大するお気持ちがあるのか、知事の見解を求めます。

●大石知事

対象拡大につきましては、財源の確保等も含め、しっかりと丁寧に議論を重ねていきたい。

４年前の共産党の質問で、市内すべての普通教室にエアコンが設置されましたが、特別

教室への設置は残されていました。３月補正予算で、家庭科室や美術室などの特別教室に

も設置することになりました。また、長崎市はスケートボードやボルダリングなどが行えるアー

バンスポーツ施設の設置を検討していることを、内田市議の質問で明らかにしました。

新型コロナウイルス対策については、保健所体制など、これまでの経験をいかし、その時

宜にかなった機能を果たせるような体制をとっていくと、市担当者は答弁しました。

市議会

堀江県議

大石知事 対象拡大について議論重ねたい

「給食が冷たい」と大型学校給食センターは問題だらけ

今年１月から供用開始された大型学校給食センター。日本共産党市議団は、これまで異物混入や天

災等が起きた際の対応、食育の観点、地産地消、雇用、地元の合意形成等々、問題は山積みであること

を指摘してきましたが、今回、教育厚生委員会の質疑の中で北部の大型給食センターの問題点が新た

に明らかになりました。市教委が各学校に行ったアンケート結果では「給食が冷めている、少し冷たい」と

答えた小中学校が２４校中２１校もあること、その上、衛生管理基準で定められている「２時間以内に食べ

始める」という基準が守られていないことや食中毒のリスク分散が行われていないなど問題だらけです。

今後予定されている建設計画は見直し、自校方式に舵をきるべきです。

ま
れ
る
前
か
ら
な
ぜ
反
対
し
て
い
る
か
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
工
事
を
中

断
し
て
話
し
合
い
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
、
長
崎
新
幹
線
事
業
関
連

９
月
２
３
日
開
業
予
定
の
長
崎
新
幹
線
は
、
武
雄
温
泉
で
必
ず
乗

り
換
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
急
「
カ
モ
メ
」
も
な
く
な
り
ま

す
。
長
崎
か
ら
武
雄
温
泉
間
は
、

フ
ル
規
格
の
た
め
料
金
が
上
が
り

ま
す
。
県
民
に
と
っ
て
い
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

武
雄
温
泉
～
新
鳥
栖
間
の
フ
ル
規
格
化
は
、
実
現
の
見
通
し
も
あ

り
ま
せ
ん
。

Ⅲ
、
特
定
複
合
観
光
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
導
入
推
進
事
業

刑
法
が
禁
じ
た
賭
博
を
「
特
別
に
認
め
る
地
域
と
し
て
、
長
崎
県
を

認
め
て
く
だ
さ
い
」
、
「
な
ん
と
し
て
も
国
の
区
域
認
定
を
か
ち
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
知
事
説
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
３

月
２
８
日
に
行
わ
れ
た
公
聴
会
佐
世
保
会

場
で
は
、
公
述
人
１
６
人
の
う
ち
１
１
人
が
、

Ｉ
Ｒ
区
域
整
備
計
画
案
に
反
対
の
意
見
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

（
長
崎
県
は
４
月
中
に
、
Ｉ
Ｒ
区
域
整
備
計

画
案
を
議
題
と
す
る
臨
時
議
会
を
開
会

し
、
国
へ
の
申
請
手
続
き
を
行
う
予
定
で

す
）
長
崎
県
佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
、

賭
博
場
を
つ
く
る
こ
と
は
反
対
で
す
。

石
木
ダ
ム
・
新
幹
線
よ
り
、
く
ら
し
と
福
祉
の
充
実
を
求
め
ま
す
。


